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編集後記
平成22年度の人間科学部の創設と同時に発刊された人間科
学論集も，第 3巻を迎えた。来年度の平成25年度には人間科
学部の完成年度を迎えることとなる。しかしながら惜しむら
くは，その 1年前の本年度に乾吉佑教授が定年を迎えられて
退職されることである。乾教授は，文学部心理学科と人間科
学部心理学科そして文学研究科心理学専攻に多大な貢献をな
さってこられた。また，この人間科学論集の創刊にご尽力い
ただいた初代の心理学篇編集主幹である。この心理学篇第 3
号は，乾教授への感謝の意を込めて，退職記念号として発刊
し，先生に献呈すると同時に皆様の元にお届けする。
本号は，下斗米淳教授，高田夏子准教授，岡田謙介准教授
そして波田野由美実習助手のお力で，完成を迎えることがで
きた。下斗米教授には種々の報告原稿を，高田准教授には乾
教授の退職記念のための種々の原稿を，岡田准教授には前年
度までの経験に基づいての編集作業の指導と論文原稿を担当
していただき，波田野実習助手には全体の管理をお願いし
た。今年度は，本心理学科スタッフが主体となって専修大学
内で日本心理学会大会を開催するという大事業を成した年で
あったが，そのために全スタッフがこれ以上ないという多忙
を極めた一年であった。こうした中で，寄稿・投稿して下さ
った方々，編集作業に携わられた心理学篇編集委員の方々に
は，不肖の主幹である中沢からこの場をお借りして心からお
礼を申し上げさせていただきたい。本当にありがとうござい
ました。
さて，本号には，学生にとっても貴重な体験となったであ
ろうこの日本心理学会の大会開催について，大会会長を務め
られた山上精次教授の文章が掲載されている。熟読されて，
当時は知らなかったかもしれないエピソードに触れ，あるい
はあの怒濤のような各位の日々を思い返したりしていただき
たいものである。そして，学部長，学科長のお二方から寄せ
られた献呈の辞や資料をご覧いただいて，今年度をもって専
修大学を退職される乾教授のその人となりに今一度あらため
て触れていただきたい。私自身も本号に掲載させてくださっ
た乾教授の論文を拝読して，先生の教えを賜りたいと考えて
いる。なお，先生は新たなお仕事を始められ，専修大学を退
職された後にも我々後輩へのご指導をお続けいただけるとお
伺いしている。その貴重な機会を努めて有意義に活かしたい
ものである。
過ぎ去っていく一年一年は，決して同じということはな
い。一人一人にも，そして心理学科と心理学専攻にもその年
その年に様々なことが起こる。本号には乾教授が定年退職さ
れたことが刻まれた。これからも，この人間科学論集心理学
篇が心理学科と心理学専攻の歩みの里程標となるように，そ
して皆様のこれからの発展に寄与することができるように，
刊行が続けられていくことをひとえに願うものである。
 （心理学篇編集主幹　中沢仁）
